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（９） 乳がんの患者に対する乳房温存手術の施行率 

 

分子：分母のうち、乳房温存手術として「乳腺悪性腫瘍摘出術」の「乳房部分切除術(腋窩部郭清を伴わ

ないもの）」あるいは「乳房部分切除術(腋窩部郭清を伴うもの）」が行われた患者数 

分母：乳がんのステージⅠ（TNM 分類：「T1：大きさ 2cm 以下」「N0：領域リンパ節転移なし」）で「乳

房切除術」あるいは「乳腺悪性腫瘍手術」が施行された退院患者数 

 

収集期間：平成 23 年 7 月～平成 23 年 12 月 

 

乳がんのステージⅠ（TNM 分類：「T1：大きさ 2cm 以下」「N0：領域リンパ節転移なし」）の治療法

としては、再発率、美容面及び生活の質の視点から乳房温存療法が推奨されています。具体的には、乳

房温存手術と術後の放射線療法、そして全身的な補助療法（化学療法・ホルモン療法）を行うものです。 

ただし、ステージⅠであっても、病状によっては乳房温存療法の適応外となることもあります。 
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指標 18：乳がんの患者に対する乳房温存手術の施行率 

医療機関コード 医療機関名 母数 分子 割合
096210115 済生会宇都宮病院 20 13 65.0%
130314757 済生会中央病院 14 14 100.0%
140105122 済生会横浜市東部病院 26 25 96.2%
143103439 済生会横浜市南部病院 20 15 75.0%
180118909 福井県済生会病院 51 39 76.5%
271607149 済生会千里病院 12 10 83.3%
279600070 済生会中津病院 20 18 90.0%
279600120 済生会野江病院 11 9 81.8%
290401062 済生会中和病院 11 9 81.8%
338800012 岡山済生会総合病院 27 25 92.6%
401119189 済生会福岡総合病院 21 17 81.0%
438211911 済生会熊本病院 15 10 66.7%

合計 248 204 82.3%  

                        ＊分母が 10 症例未満の病院数：23 

  


